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秋桜子筆「短冊」 

秋
櫻
子
は
自
然
'
花
鳥
風
月
,
だ
け
で
な
く
2
人
間
の
感

情
や
生
活
の
事
実
を
詠
む
こ
と
を
主
張
し
た
F
G
万
葉
集
K

の
影
響
を
受
け
2
古
語
を
生
か
し
た
万
葉
調
の
叙
情
的
な
調

べ
を
創
出
し
2
ま
た
印
象
派
風
と
言
わ
れ
る
明
る
い
調
子
の

句
を
吟
じ
2
初
期
に
は
窪
田

く

ぼ

た

空う
つ

穂ぼ

や
斎さ

い

藤と
う

茂も

吉き
ち

の
連
作
短
歌

の
影
響
を
受
け
て
2
連
作
俳
句
を
試
み
た
F
こ
れ
ら
は
新
興

俳
句
運
動
と
し
て
俳
壇
に
広
ま
{
て
い
{
た
F
彼
の
連
作
は

}
設
計
図
式
�
と
呼
ば
れ
2
絵
巻
物
の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め

全
体
の
構
成
が
考
え
ら
れ
て
い
た
F
し
か
し
2
の
ち
に
2
連

作
俳
句
は
一
句
の
独
立
性
を
弱
め
る
と
考
え
2
廃
止
し
た
F

こ
の
連
作
俳
句
の
中
か
ら
無
季
俳
句
が
登
場
し
て
く
る
F 

'
元
来
俳
句
は
作
者
の
主
観
を
尊
重
す
べ
き
も
の
で
8
短
詩

な
が
ら
人
を
惹
き
つ
け
る
の
は
8
そ
の
主
観
の
力
な
の
で
あ

る
F
た
だ
し
主
観
を
表
面
に
押
し
出
せ
ば
句
は
た
ち
ま
ち
浅

薄
な
も
の
に
な
U
て
し
ま
う
F
そ
こ
で
表
面
に
は
た
だ
眼
に

見
え
た
ま
ま
を
描
き
8
主
観
は
こ
れ
を
句
の
調
べ
に
托
し
て

あ
ら
わ
す―

こ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
写
生
と
い
う
も
の
だ
と
8

私
は
考
え
て
い
た
Fi'
秋
桜
子
G
私
の
履
歴
書
K
よ
り 

}
自
然
の
真
だ
け
を
追
求
し
た
と
こ
ろ
で
詩
人
た
る
資
格

は
な
い
�
}
心
を
養
い
2
主
観
を
通
し
て
見
た
も
の
こ
そ
文

芸
上
の
真
だ
�
と
し
た
F
'
田
島
和
生
G
新
興
俳
人
の
群
像

―

}
京
大
俳
句
�
の
光
と
影
K
よ
り
, 

彼
の
色
紙
の
定
石
は
2
全
体
を
2
句
の
五
・
七
と
五
と
落

款
と
の
二
群
に
分
け
2
上
下
左
右
の
余
白
を
ほ
ぼ
同
じ
に
し

て
安
定
さ
せ
る
散
ら
し
書
き
F
読
み
や
す
い
よ
う
に
行
書
体

を
中
心
に
し
2
正
座
し
た
よ
う
に
真
直
ぐ
に
書
く
F
上か

み

五ご

を

高
く
2
中な

か

七し
ち

を
二
つ
に
分
け
て
書
き
2
間
を
空
け
て
2
下し

も

五ご

を
中
ほ
ど
か
ら
書
き
2
二
行
に
分
け
2
落
款
を
添
え
る
F 

秋桜子筆「色紙・那智山」24×27 ㎝ 那智山 

瀧落ちて 群青世界 とどろけり 秋桜子 

秋桜子筆「色紙」24×27 ㎝ 俳句文学館蔵 

冬菊の まとふは おのが ひかりのみ 秋桜子 

こ
も
り
居
や
茶
が
ひ
ら
き
け
る
金
の
蘂し

べ 

秋
桜
子 

! 
 

 

￢ 

     

 
水
原

み
ず
は
ら

秋
し
&
う

櫻
子

お

う

し 

１
８
９
２
年
'
明
治
25
,
é
１
９
８
１
年
'
昭
和
56
, 

俳
人
・
医
師
F
東
京
生
ま
れ
F 

 

本
名
は
水
原
豊

ゆ
た
か 

号
は
秋
桜
子
・
喜
雨
亭
FG
馬
酔
木
K
主
宰
F 

松
根

ま

つ

ね

東
洋

と
う
よ
う

城
じ
6
う

・
高
浜

た
か
は
ま

虚
子

き

6

し

に
師
事
F 

東
大
俳
句
会
を
結
成
F
高
野
素

た

か

の

す

十
じ
:
う

・
山
口

や
ま
ぐ
ち

誓
子

せ

い

し

・
阿
波
野

あ

わ

の

青せ
い

畝ほ

ら
と
共
に
}
ホ
ト
ト
ギ
ス
�
の
黄
金
時
代
を
築 

い
た
が
2
昭
和
６
年
'
１
９
３
１
,2
虚
子
の
}
客
観
写
生
�
に
対
し
}
主
観
写
生
�
を
主
張
2}
自
然
の
真
と 

文
芸
上
の
真
�
を
}
馬
酔
木
�
に
書
き
2}
ホ
ト
ト
ギ
ス
�
か
ら
独
立
F
こ
こ
に
2
伝
統
俳
句
界
は
虚
子
派
と
秋 

桜
子
派
の
２
派
に
分
裂
し
歩
ん
で
行
く
こ
と
に
な
{
た
F
彼
は
無
季
俳
句
を
否
定
F
秋
櫻
子
の
言
う
主
観
写
生

は
初
期
の
虚
子
と
同
じ
で
あ
り
2
子
規
の
写
生
論
を
否
定
す
る
も
の
で
も
あ
り
2
芸
術
に
は
ほ
ど
遠
い
F 

                                

正
岡
子
規
%
日
本
派
) 

┌ 

馬
酔
木
派
%
水
原
秋
櫻
子
・
山
口
誓
子
・
加
藤
楸
邨
・
中
村
草
田
男
・
石
田
波
郷
ら
) 

新
傾
向
句
派
%
河
東
碧
梧
桐
・
荻
原
井
泉
水
ら
)―

自
由
律
派
%
荻
原
井
泉
水
・
尾
崎
放
哉
・
種
田
山
頭
火
ら
) 

ホ
ト
ト
ギ
ス
派
%
高
浜
虚
子
・
水
原
秋
桜
子
・
山
口
誓
子
・
高
野
素
十
ら
) 

天
狼
派
%
山
口
誓
子
・
西
東
三
鬼
・
橋
本
多
佳
子
・
秋
元
不
死
男
ら
) 

人
間
探
求
派
%
中
村
草
田
男
・
加
藤
楸
邨
・
石
田
波
郷
ら
) 

近
代
俳
人
系
譜
略
図 
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大
枯
野 

傾
き
て 

山
を 

低
う 

せ
る 

誓
子 

誓子筆「短冊」 

誓
子
は
2
近
代
的
・
都
会
的
な
題
材
で
}
即
物
非
情
�}
知
的

構
成
�
と
言
わ
れ
る
作
風
を
確
立
し
た
F
彼
の
連
作
俳
句
の
}
写

生
構
成
�
論
は
2
寺
田
寅
彦
の
モ
ン
タ
W
ジ
Y
論
の
影
響
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
F
※
}
写
生
構
成
�
と
は
2
写
生
し
た
も
の
に
知

的
操
作
を
加
え
て
世
界
の
創
造
を
行
う
と
い
う
も
の
ら
し
い
F 

}
根
源
俳
句
�
を
提
唱
F
晩
年
2
自
身
の
俳
句
を
芭
蕉
を
継
承
す

る
も
の
と
考
え
た
F
彼
の
代
表
的
な
句
は
2 

学
問
の
さ
び
し
さ
に
堪
へ
炭
を
つ
ぐ
'
１
９
２
４
年
作
, 

か
り
か
り
と
螳
螂

か
ま
き
り

蜂
の
皃か

ほ

を
食は

む
'
１
９
３
２
年
作
, 

ピ
ス
ト
ル
が
プ
�
ル
の
硬
き
面も

に
ひ
び
き
'
１
９
３
６
年
作
, 

炎
天
の
遠
き
帆
や
わ
が
こ
こ
ろ
の
帆
'
１
９
４
５
年
作
, 

１
９
４
０
年
'
昭
和
15
,
２
月
か
ら
８
月
に
か
け
西
東

さ
い
と
う

三
鬼

さ

ん

き

ら

15
名
が
各
地
で
検
挙
さ
れ
て
京
都
に
連
行
さ
れ
る
'
京
大
俳
句

会
i
事
件
が
起
き
た
F
こ
れ
は
2
当
局
に
よ
る
俳
句
へ
の
最
初
の

弾
圧
で
あ
る
F
そ
の
後
2
１
９
４
１
年
２
月
の
一
斉
検
挙
な
ど
全

国
各
地
で
俳
壇
に
た
い
す
る
弾
圧
が
お
こ
な
わ
れ
た
F
弾
圧
は
主

と
し
て
反
伝
統
派
の
総
称
で
あ
る
}
新
興
俳
句
�
派
へ
の
弾
圧
で

あ
り
2
多
く
の
新
興
俳
人
・
自
由
律
俳
人
が
検
挙
さ
れ
起
訴
さ
れ

た
F
弾
圧
の
根
拠
と
さ
れ
た
の
が
}
治
安
維
持
法
�
と
}
国
家
総

動
員
法
�
で
あ
る
F}
新
興
俳
句
弾
圧
事
件
�
は
}
京
大
俳
句
�

事
件
か
ら
昭
和
18
年
12
月
６
日
の
}
蠍
座

さ
そ
り
ざ

�
弾
圧
事
件
ま
で
の

４
年
間
に
渡
{
た
F
※
G
京
大
俳
句
K
は
１
９
３
３
年
１
月
2
平
畑

ひ
ら
は
た

静
塔

せ
い
と
う

・
井
上
白
文
地

は
く
ぶ
ん
じ

ら
に
よ
{
て
創
刊
さ
れ
た
F
顧
問
に
水
原
秋

櫻
子
・
山
口
誓
子
・
鈴す

ず

鹿
野

か

の

風
呂

ぶ

ろ

・
日
野
草そ

う

城
じ
6
う

ら
が
い
た
F 

}
京
大
俳
句
会
�
は
京
大
と
三
高
生
ら
に
よ
{
て
つ
く
ら
れ
2
伝

統
俳
句
の
陣
営
に
属
し
て
い
た
が
2
１
９
３
３
年
か
ら
2
無
季
2

規
準
律
'
定
型
と
自
由
律
の
中
間
の
型
,
を
提
唱
し
2
リ
ア
リ
ズ

ム
を
標
榜
2
１
９
３
７
年
以
降
2}
戦
争
俳
句
�
の
実
践
を
お
こ

な
{
た
F
花
鳥
風
月
を
詠
む
と
い
う
伝
統
俳
句
で
は
な
く
2
生
活

や
社
会
を
リ
ア
ル
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
無
季
俳
句
2
新
興
俳
句

の
一
派
の
拠
点
が
}
京
大
俳
句
�
で
あ
{
た
F 

誓子筆「色紙」24×27 ㎝ 

聞こゆるは 雪山登る 衣摺れのみ 誓子 

誓子筆   海に出て 木枯 帰る ところなし 誓子 

誓子の定石、行頭をそろえる構成法は近代詩と同じ感覚である。 

山
口

や
ま
ぐ
ち

誓
子

せ

い

し 

１
９
０
１
年
'
明
治
34
,
é
１
９
９
４
年
'
平
成
６
,
俳
人
・
会
社
員
F
京
都
市
生
ま
れ
F

本
名
は
2
新
比
子

ち

か

ひ

こ

F
誓
子
は
俳
号
F}
東
大
俳
句
会
�
に
参
加
F
高
浜
虚
子
に
師
事
F
昭
和
10
年
'
１
９

３
５
年
,2
水
原
秋
櫻
子
に
従
い
}
ホ
ト
ト
ギ
ス
�
を
離
れ
2}
馬
酔
木
�
に
移
{
た
F
昭
和
23
年
'
１
９

４
８
年
,
}
天
狼
�
を
創
刊
2
の
ち
主
宰
F
秋
桜
子
と
と
も
に
新
興
俳
句
運
動
の
指
導
的
存
在
で
あ
{
た

が
2
無
季
俳
句
を
批
判
し
2
１
９
３
６
年
ご
ろ
よ
り
秋
桜
子
と
共
に
2
こ
の
運
動
か
ら
離
れ
2
有
季
定
型

を
守
{
た
F 
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井泉水筆「自画賛」32.7×38.7 ㎝ 鯰の図 

擬自像 ちる花 池一杯にして 大泉園主人 

井泉水 

楸邨筆「色紙」 

わが朝を望 あらしめ蟻  

溢る 楸邨 

犀星筆「色紙」絹本 

石
つわ

蕗
ぶき

の茎 起きあか り水温
ぬる

む 

犀星 

 

犀星筆「色紙」 

壷すみれ 茶をのむ 筵
むしろ

しきけ り 

犀星 

行頭と行末をそろえる散文風の構成。 

楸邨筆「色紙」24.1×27.1 ㎝ 

棉の実を摘 みゐてうたふこ 

ともなし 楸邨 

行頭と行末をそろえる散文風

の構成。句は 26歳の時の作。 

楸邨は、外面的写生や主観的

叙情を否定して「真実感合」を

説いた。 

井泉水筆「自画賛色紙」 二十日大根の図 

たんばこ売りの昔からの たんぼ冬晴  

井泉水 

室
生

む

ろ

う

犀さ
い

星せ
い 

１
８
８
９
年
'
明
治
22
,
é
１
９
６
２
年
'
昭
和
37
,
詩
人
2
小
説
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
名
は
2
室
生
照て

る

道み
ち

F
別
号
に
}
魚
眠
洞
� 

石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
F
俳
句
は
少
年
時
代
に
旧
派
俳
句
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
門
F
そ
の
後
2
新
傾
向
俳
句
2
自
由
律
俳
句
を
作
{
た
が
2
晩
年
2
定
型
尊
重
の
伝
統
俳
句
へ
戻
{
た
F 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夏
の
日
の
匹
婦

ひ

+

ぷ

の
腹
に
う
ま
れ
け
り 
 

木
枯
や
い
の
ち
も
く
そ
と
思
へ
ど
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栗
ひ
ら
ふ
ひ
と
の
声
あ
る
草
か
く
れ 
 

あ
ん
ず
の
花
か
げ
に
君
も
跼か

が

む
か
'
自
由
律
, 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
す
ぐ
も
り
都
の
す
み
れ
咲
き
に
け
り 
 

今
宵
し
か
な
い
酒
あ
は
れ
冴
え
返
る 

          

加
藤
楸
邨

か
と
う
し
&
う
そ
ん 

１
９
０
５
年
'
明
治
38
,
é
１
９
９
３
年
'
平
成
５
,
俳
人
2
国
文
学
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
名
は
健た

け

雄お

F
東
京
生
ま
れ
F
水
原
秋
櫻
子
に
師
事
し
2}
馬
酔
木
�
の
同
人
と
な
る
が
2
考
え
が
合
わ
な
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
り
2
１
９
４
２
年
}
馬
酔
木
�
を
離
れ
る
F
主
観
写
生
か
ら
生
活
や
自
己
の
内
面
を
掘
り
下
げ
る
作
風
へ

と
移
行
し
2
石
田
波
郷
・
中
村
草
田
男
ら
と
共
に
}
人
間
探
求
派
�
と
呼
ば
れ
た
F 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
９
４
０
年
2
}
寒
雷
�
を
創
刊
・
主
宰
F
こ
こ
か
ら
は
2
森
澄
雄
や
金
子

か

ね

こ

兜と
う

太た

ら
多
様
な
俳
人
が
育
{
た
F 

          

荻
原

お
ぎ
わ
ら

井
泉
水

せ
い
せ
ん
す
い 

１
８
８
４
年
'
明
治
17
,
é
１
９
７
６
年
'
昭
和
51
,
俳
人 

本
名
は
幾
太
郎
の
ち
藤
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

別
号
は
愛
桜
・
随
翁
F
東
京
生
ま
れ
F
１
９
１
１
年
'
明
治
44
,
新
傾
向
俳
句
機
関
紙
}
層
雲
�
を
主
宰
F 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
東
碧
梧
桐
も
加
わ
る
F
１
９
１
５
年
'
大
正
４
,
無
季
自
由
律
俳
句
を
提
唱
2
意
見
の
異
な
る
碧
梧
桐
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

層
雲
を
去
る
F
こ
の
頃
2
尾
崎

お

ざ

き

放ほ
う

哉さ
い

・
種
田
山
頭

た
ね
だ
さ
ん
と
う

火か

が
層
雲
に
加
わ
る
F
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
評
議
員
だ
{
た
F 
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山頭火の故郷・三田尻（現、防府市） 咲野（サキノ） 山頭火19歳頃 山頭火22歳頃 

燕
と
び
か
ふ
空
し
み
〴
〵
と
家
出
か
な 

山
頭
火 

咲
野
は
昭
和
43
年
７
月
y
息
子

の
家
か
ら
の
帰
り
y
バ
ス
に
ひ

か
れ
て
骨
折
y
２
�
月
後
y
入

院
先
で
79
歳
の
生
涯
を
終
え

た
�
彼
女
は
金
貸
し
を
し
て
暮

ら
し
て
い
た
�
こ
の
頃
か
ら
山

頭
火
は
有
名
に
な
り
だ
し
た
� 

種
田
山
頭

た
ね
だ
さ
ん
と
う

火か 

１
８
８
２
年
'
明
治
15
,
12
月
３
日
é
１
９
４
０
年
'
昭
和
15
, 

自
由
律
俳
句
の
俳
人 

本
名
は
種
田
正
一
F
号
は
田
螺

た

に

し

公こ
う

2
山
頭
火 

荻
原
井
泉
水
に
師
事 

生
涯
に
８
万
４
千
句
を
作
{
た
F 

１
８
８
２
年
'
明
治
15
,2
山
口
県
防
府

ほ

う

ふ

市
八
王
子
で
2
大
地
主
・
種
田
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
F 

父
の
竹た

け

治
郎

じ

ろ

う

26
歳
2
母
フ
サ
22
歳
の
時
の
子
で
あ
る
F
家
族
は
姉
'
フ
サ
, 

と
妹
'
シ
ズ
,2
弟
'
二
郎
・
信
一
,
と
祖
母
の
８
人
で
あ
{
た
F 

１
８
８
９
年
'
明
治
22
,
７
歳
2
４
月
2
松
崎
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
F
12
月
2
弟
信
一
誕
生
F 

父
2
相
場
に
手
を
出
す
2
村
の
助
役
に
就
任
2
政
友
会
と
関
わ
る
F 

１
８
９
２
年
'
明
治
25
,
10
歳
2
３
月
2
自
宅
の
井
戸
に
母
が
投
身
自
殺
'
享
年
33
歳
,F 

死
体
を
見
て
強
い
衝
撃
を
受
け
た
F 

１
８
９
３
年
'
明
治
26
,
11
歳
2
３
月
2
弟
の
二
郎
'
６
歳
,2
有
富
九
郎
治
の
養
嗣
子

よ

う

し

し

に
出
さ
れ
る
F 

１
８
９
４
年
'
明
治
27
,
12
歳
2
日
清
戦
争
勃
発 

弟
信
一
死
亡
'
享
年
５
歳
,
翌
年
2
日
清
戦
争
終
結 

１
８
９
６
年
'
明
治
29
,
14
歳
2
４
月
2
私
立
周

し
:
う

陽
学
舎

よ
う
が
く
し
S

に
入
学
F
文
芸
回
覧
雑
誌
を
発
行
F
こ
の
頃
か
ら
俳
句
も
始
め
る
F 

１
８
９
９
年
'
明
治
32
,
17
歳
2
７
月
2
周
陽
学
舎
を
首
席
で
卒
業
F
９
月
2
県
下
随
一

ず
い
い
ち

の
名
門
校
2 

県
立
山
口
尋
常
中
学
の
４
年
級
へ
編
入
2
こ
こ
は
立
身
出
世
主
義
2 

ス
パ
ル
タ
教
育
で
有
名
F
山
口
市
内
に
下
宿
す
る
F 

１
９
０
１
年
'
明
治
34
,
19
歳
2
３
月
2
中
学
を
卒
業
F
異
母
妹
マ
サ
コ
出
生
2
父
妾

め
か
け

の
磯
部
コ
ウ
を
入
籍
F
７
月
2
上
京
し
私 

立
東
京
専
門
学
校
(早
稲
田
大
学
-
前
身
0-
高
等
予
科
5
入
学
7
新
9
:
欧
米
-
文
学
>
学
?
@
A 

１
９
０
２
年
'
明
治
35
,
20
歳
2
５
月
2
姉
フ
サ
死
亡
'
21
歳
,2
妹
シ
ズ
'
18
歳
,
後
妻
と
し
て
嫁
ぐ
F
９
月
2
早
稲
田
大
学
大

学
部
文
学
科
に
入
学
F
第
一
期
生
で
あ
る
F
9
月
2
正
岡
子
規
没
F 

１
９
０
４
年
'
明
治
37
,
22
歳
2
２
月
2
神
経
衰
弱
の
た
め
早
稲
田
大
学
を
退
学
F 

７
月
2
帰
郷
F
新
文
学
の
動
向
に
関
心
を
寄
せ
た
F 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
露
戦
争
勃
発 

文
学
だ
け
が
救
い
で
あ
{
た
F 

１
９
０
５
年
'
明
治
38
,
23
歳
2
日
露
戦
争
終
結 

１
９
０
６
年
'
明
治
39
,
24
歳
2
父
2
先
祖
代
々
の
家
屋
敷
を
売
り
隣
村
大
道

だ
い
ど
う

村
の
古
酒
造
場
を
買
収
2 

種
田
酒
造
場
を
開
業
F
そ
こ
へ
一
家
で
移
住
F
父
と
は
不
仲
F 

１
９
０
９
年
'
明
治
42
,
27
歳
2
８
月
2
７
歳
年
下
の
佐
藤
サ
キ
ノ
'
咲
野
,
と
見
合
い
結
婚
F 

１
９
１
０
年
'
明
治
43
,
28
歳
2
８
月
2
長
男
・
健
生
ま
れ
る
F
大
逆
事
件 

１
９
１
１
年
'
明
治
44
,
29
歳
2
５
月
2G
青
年
K
に
}
田
螺

で

ん

ら

公こ
う

�
と
い
う
俳
号
で
定
型
句
を
発
表
F 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

}
山
頭
火
�
の
号
で
ツ
ル
ゲ
W
ネ
フ
の
小
説
な
ど
の
翻
訳
を
発
表
F 

４
月
2G
層
雲
K
創
刊 

弥
生
吟
社
に
参
加
F 

１
９
１
３
年
'
大
正
２
,
31
歳
2
荻
原
井
泉
水
に
師
事
2
井
泉
水
主
宰
の
G
層
雲
K
に
}
山
頭
火
�
を
俳
号
に
し
て
自
由
律
俳
句
を

投
稿
し
掲
載
さ
れ
る
F
７
月
2
朝
鮮
に
旅
行
F
８
月
2G
郷
土
K
を
創
刊
F 

１
９
１
４
年
'
大
正
３
,
32
歳
2
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
F
防
府
俳
壇
の
中
心
に
な
る
F
井
泉
水
2
季
題
廃
止
を
宣
言
F 

10
月
2
防
府
な
ど
に
井
泉
水
を
迎
え
て
句
会
を
開
き
2
井
泉
水
と
初
対
面
F 

１
９
１
５
年
'
大
正
４
,
33
歳
2
５
月
2
広
島
で
開
催
さ
れ
た
中
国
連
合
句
会
に
参
加
F
碧
梧
桐
G
海
紅
K
創
刊
2
層
雲
を
離
れ
る
F 

年
末
2
酒
蔵
の
酒
が
２
年
続
け
て
腐
敗
し
酒
蔵
場
が
経
営
危
機
に
陥
る
F 

１
９
１
６
年
'
大
正
５
,
34
歳
2
３
月
2G
層
雲
K
の
俳
句
選
者
に
な
る
F
４
月
2
種
田
家
破
産
2
一
家
離
散
F
父
は
行
方
不
明
F
山

頭
火
は
2
友
人
を
頼
{
て
妻
子
と
熊
本
市
に
移
住
F
５
月
2
市
内
下し

も

通
と
お
り

町
で
古
書
店
}
雅
楽

が

ら

く

多た

書
房
�
を
開
業
し
た
が
失
敗
し
2
額
縁
店
}
雅
楽
多
�
と
し
て
再
開
業
F
経
営
は
次
第
に
妻
に

任
せ
る
よ
う
に
な
{
て
い
{
た
F
酒
を
飲
む
よ
う
に
な
る
F 

12
月
2
弟
の
二
郎
2
養
嗣
子
先
か
ら
離
縁
さ
れ
る
F
12
月
９
日
2
夏
目
漱
石
没
F 
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関東大震災（死者約 10 万 5 千人） 
行脚姿の山頭火 

昭和 4 年 11 月、阿蘇にて 曹洞宗瑞泉寺（味取観音堂） 「其中庵」周囲に柿の木が植えてある 山頭火、昭和 8 年 

高千穂峡（宮崎県） 

１
９
１
７
年
'
大
正
６
,
35
歳
2
ロ
シ
ア
革
命 

約
６
６
０
０
万
人
の
犠
牲
者
F 

１
９
１
８
年
'
大
正
７
,
36
歳
2
６
月
2
弟
二
郎
2
岩
国
の
愛
宕

あ

た

ご

山
中
で
縊
死

い

し

F
世
界
大
戦
終
結
2
死
者
数
は
約
３
７
０
０
万
人 

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
流
行
'
１
９
１
８
é
１
９
年
,
世
界
の
死
者
数
は
2 

５
千
万
é
１
億
人
2
日
本
の
死
者
約
48
万
人
2 

１
９
１
９
年
'
大
正
８
,
37
歳
2
10
月
2
文
学
で
立
つ
た
め
単
身
上
京
F
セ
メ
ン
ト
試
験
場
な
ど
の 

現
場
で
働
く
F
暮
れ
2
祖
母
ツ
ル
死
亡(

88
歳) 

１
９
２
０
年
'
大
正
９
,
38
歳
2
11
月
11
日
2
離
婚
F
一
ツ
橋
図
書
館
に
事
務
員
と
し
て
勤
務
F 

１
９
２
１
年
'
大
正
10
,
39
歳
2
５
月
８
日
2
父
死
亡
'
66
歳
, 

１
９
２
２
年
'
大
正
11
,
40
歳
2
12
月
2
神
経
衰
弱
再
発
2
図
書
館
を
辞
め
る
F 

１
９
２
３
年
'
大
正
12
,
41
歳
2
９
月
１
日
2
関
東
大
震
災
で
焼
け
出
さ
れ
2
熊
本
へ
帰
る
F 

10
月
2
熊
本
市
郊
外
川か

わ

湊
み
な
と

の
蔵
二
階
に
仮
寓
し
2
額
縁
な
ど
の
行
商
を
営
む
F 

１
９
２
４
年
'
大
正
13
,
42
歳
2
上
京
す
る
も
2
都
会
で
の
生
活
を
あ
き
ら
め
2
熊
本
で
サ
キ
ノ
の
営
む
}
雅
楽
多
�
に
出
入
り
F 

12
月
2
泥
酔
し
2
路
面
電
車
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
2
電
車
を
止
め
大
騒
ぎ
に
な
{
た
が
2
九
州

日
日
の
記
者
に
助
け
ら
れ
2
市
内
の
曹
洞
宗
報
恩
寺
住
職
・ 

望
月

も
ち
づ
き

義ぎ

庵あ
ん

に
預
け
ら
れ
2
寺
男
と
な
り
2
禅
門
に
入
る
F 

１
９
２
５
年
'
大
正
14
,
43
歳
2
２
月
2
望
月
義
庵
を
導
師
と
し
て
出
家

し
:
Y
け

得
度

と

く

ど

F
法
名
は
耕こ

う

畝ほ

F 

３
月
2
味み

取と
り

観
音
堂
'
曹
洞
宗
瑞
泉
寺
,
の
堂ど

う

守も
り

と
な
る
F 

１
９
２
６
年
'
大
正
15
,
44
歳
2
４
月
2
観
音
堂
を
去
り
2
旅
に
出
る
F
放
哉

ほ
う
さ
い

没
F 

６
月
2
熊
本
か
ら
宮
崎
2
大
分
へ
と
行
乞

ぎ
6
う
こ
つ

F 

８
月
2
柳
川
2
徳
山
の
句
友
を
訪
ね
山
陽
地
方
を
行
乞
F
旅
先
か
ら
G
層
雲
K
に
投
稿
を
続
け
た
F 

１
９
２
７
年
'
昭
和
２
,
45
歳
2
１
月
2
広
島
県
内
海
町
で
新
年
を
迎
え
る
F 

１
９
２
８
年
'
昭
和
３
,
46
歳
2
１
月
2
徳
島
で
新
年
を
迎
え
る
F
７
月
2
小
豆
島
に
渡
り
放
哉
墓
参
F 

そ
の
後
2
岡
山
か
ら
山
陰
地
方
行
乞

ぎ
6
う
こ
つ

F 

１
９
２
９
年
'
昭
和
４
,
47
歳
2
１
月
2
広
島
で
新
年
を
迎
え
2
山
陽
地
方
行
乞
F 

２
月
2
北
九
州
地
方
を
行
乞
F
息
子
・
健
を
訪
ね
る
F 

３
月
か
ら
８
月
ま
で
熊
本
の
}
雅
楽
多
�
に
寄
宿
F 

９
月
2
旅
立
2 

11
月
2
阿
蘇
で
井
泉
水
と
会
う
F
そ
の
あ
と
大
分
を
経
て
熊
本
に
帰
着
F
世
界
大
恐
慌
F 

１
９
３
０
年
'
昭
和
５
,
48
歳
2}
雅
楽
多
�
で
句
友
と
交
際
F
４
月
2
長
男
・
健
2
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
に
入
学
F
９
月
2
酒
で
失

敗
し
て
2
旅
に
出
る
F
宮
崎
2
福
岡
な
ど
を
巡
り
2 

12
月
2
熊
本
市
内
で
間
借
り
}
三
八
九
居
�
と
名
づ
け
住
む
F 

１
９
３
１
年
'
昭
和
６
,
49
歳
2
２
月
2
個
人
誌
}
三
八
九
�
第
１
集
発
行
F 

３
月
の
第
３
集
で
終
わ
り
F
12
月
末
旅
に
出
る
F
満
州
事
変 

１
９
３
２
年
'
昭
和
７
,
50
歳
2
福
岡
2
佐
賀
2
長
崎
と
巡
る
F
５
月
2
山
口
地
方
行
乞

ぎ
6
う
こ
つ

F 

６
月
2
第
一
句
集
G
鉢
の
子
K
刊
行
F
五
・
一
五
事
件
F 

９
月
2
山
口
市
小
郡
町

お
ご
お
り
ち
6
う

矢や

足あ
し

に
一
軒
家
を
借
り
2 

}
其ご

中
庵

ち
:
う
あ
ん

�
と
称
し
て
住
む
F
自
殺
未
遂
を
起
こ
す
F 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12
月
2}
三
八
九
�
第
４
集
発
行
F
満
州
国
建
国
宣
言
F 

１
９
３
３
年
'
昭
和
８
,
51
歳
2
１
月
2｢

三
八
九｣

第
５
集
発
行
2
２
月
2
第
６
集
発
行
F 

３
月
2
長
男
・
健
2
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
を
卒
業
F 

５
月
2
望
月
義
庵
和
尚
来
庵
F
11
月
2
井
泉
水
来
庵
F 

12
月
2
第
二
句
集
G
草
木
塔

そ
う
も
く
と
う

K
刊
行
F
近
郷
を
行
乞
F
日
本
2
国
際
連
盟
を
脱
退
F 
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山頭火、昭和 11 年 
新潟長岡市にて撮影 

信州・伊那の 
井上井月の墓 終の棲家となった一草庵（松山） 山口市の湯田温泉

にある風来居 

母フサと山頭火の墓 
（防府市護国寺境内） 

息子の健は満州から急遽帰
国しフサと並べて葬った。健
は咲野と一緒に熊本に葬ら
れている。 

井泉水と山頭火 
昭和 11 年 4 月 山頭火、昭和 8 年頃か？ 

永平寺 
愛媛の山々、石

いし

鎚山
づちさん

が見える もりもり盛りあがる雲へあゆむ 

１
９
３
４
年
'
昭
和
９
,
52
歳
2
２
月
2
福
岡
地
方
行
乞

ぎ
6
う
こ
つ

F
３
月
2
東
上
の
旅
へ
F 

広
島
2
神
戸
2
京
都
2
名
古
屋
に
句
友
を
訪
ね
2 

木
曽
路
か
ら
信
州
飯
田
を
経
て
帰
庵
F
５
月
2
健
来
庵
F 

１
９
３
５
年
'
昭
和
10
,
53
歳
2
１
月
2
其
中
庵
で
新
年
を
迎
え
る
F 

２
月
2
第
三
句
集
G
山さ

ん

行
水

こ
う
す
い

行こ
う

K
を
刊
行
F 

７
月
2
北
九
州
に
旅
す
F
８
月
５
日
2
自
殺
未
遂
F 

12
月
６
日
2
死
に
場
所
を
求
め
て
東
上
の
旅
へ
出
る
F 

１
９
３
６
年
'
昭
和
11
,
54
歳
2
１
月
2
岡
山
で
新
年
F
２
月
2
第
四
句
集
G
雑
草
風
景
K
刊
行 

３
月
2
神
戸
2
大
阪
2
京
都
2
伊
賀
上
野
2
伊
勢
へ
F 

４
月
2
鎌
倉
を
経
て
東
京
に
出
2}
層
雲
�
中
央
大
会
に
参
加
F 

５
月
2
甲
州
路
2
信
濃
路
か
ら
柏
原
に
て
一
茶
の
跡
を
訪
ね
る 

６
月
2
新
潟
の
良
寛
遺
跡
を
巡
り
2 

山
形
を
経
て
仙
台
2
平
泉
に
至
る
F 

７
月
2
酒
田
2
福
井
2
永
平
寺
を
経
て
帰
庵
F 

二
・
二
六
事
件
F
日
独
防
共
協
定
調
印
F 

一
九
三
七
年
'
昭
和
12
,
55
歳
2
３
月
2
九
州
地
方
に
行
乞

ぎ
6
う
こ
つ

F
熊
本
に
サ
キ
ノ
を
訪
ね
る
F
５
月
2
第
五
句
集
G
柿
の
葉
K
刊
行
F

９
月
2
下
関
の
材
木
商
店
に
就
職
す
る
が
2
す
ぐ
辞
め
る
F
11
月
2
泥
酔
の
無
銭
飲
食
2
山
口

警
察
署
に
留
置
さ
れ
る
F
７
月
７
日
2
盧ろ

溝こ
う

橋
き
6
う

事
件
2
日
中
戦
争
始
ま
る
F 

１
９
３
８
年
'
昭
和
13
,
56
歳
2
３
月
2
大
分
地
方
を
行
乞
F
11
月
2
其
中
庵
を
出
る
F 

11
月
下
旬
2
湯
田
温
泉
に
仮
寓
し
}
風
来

ふ
う
ら
い

居き
6

�
と
名
づ
け
る
F 

12
月
2
長
男
・
健
2
満
鉄
に
入
社
し
満
州
に
渡
る
F 

１
９
３
９
年
'
昭
和
14
,
57
歳
2
１
月
2
第
六
句
集
G
孤
寒
K
刊
行
F
３
月
2
東
上
の
旅
へ
2 

近
畿
2
東
海
2
伊
那
へ
行
乞

ぎ
6
う
こ
つ

F 

伊
那
で
念
願
の
井せ

い

月げ
つ

墓
参
を
果
た
す
F 

５
月
2
風
来
居
に
帰
る
F 

９
月
末
2
風
来
居
を
捨
て
2
松
山
に
立
つ
F 

10
月
2
四
国
遍
路
に
旅
立
つ
F 

12
月
15
日
2
松
山
市
城
北
2
御
幸
寺
境
内
に
結
庵
2 

}
一い

Y

草
庵

そ
う
あ
ん

�
と
名
づ
け
る
F 

国
民
徴
用
令
公
布
F
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
F 

１
９
４
０
年
'
昭
和
15
,
58
歳
2
１
月
2}
柿
の
会
�
結
成
さ
れ
る
F 

４
月
28
日
2
一
代
句
集
G
草
木
塔

そ
う
も
く
と
う

K
刊
行
F
そ
れ
を
2 

携
え
句
友
た
ち
に
呈
す
る
た
め
中
国
2
九
州
地
方
へ
旅
行
F 

６
月
３
日
2
最
後
の
旅
を
終
え
て
2
一
草
庵
に
戻
{
た
F 

句
会
を
開
き
2
付
近
を
散
策
し
2
子
規
の
遺
跡
を
訪
ね
る
F 

７
月
25
日
2
第
七
句
集
G
鴉

か
ら
す

K
刊
行
F 

10
月
10
日
2
脳
溢
血
で
倒
れ
一
草
庵
に
寝
て
い
た
2 

隣
室
で
は
}
柿
の
会
�
の
句
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
F 

翌
朝
未
明
2
心
臓
麻
痺
で
死
亡
し
て
い
た
F
満
57
歳 

日
独
伊
三
国
同
盟
締
結
F
大
政
翼
賛
会
発
足
F 

翌
年
2
太
平
洋
戦
争
開
戦
F 
 
 

参
考
書
y
¦
放
浪
の
俳
人
山
頭
火
©
村
上
護
著 
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山頭火 47 歳、昭和 5 年（1930）揮毫、句も同年 10 月 26 日作。 

まったく 雲がない 笠をぬぎ 山頭火 

これは初期の書。軽快に動きまわっている。 

宮崎平野を行乞して歩いている時の作。行乞記には 

「ほんとうに秋空一碧だ、万物のうつくしさはどうだ、

秋、秋、秋のよさが身心に徹する」と書かれている。 

し
ぐ
る
ゝ
や
死
な
ゝ
い
で
ゐ
る 

山
頭
火 

昭和 5 年揮毫 
句も同年作。 

昭和 5 年揮毫 
句も同年作。 

こ
ゝ
で
泊
ら
う 

つ
く
〳
〵
ぼ
う
し 

山
頭
火 

昭和 5、6 年頃揮毫？ 
句も同年作。 

け
ふ
は 

け
ふ
の
み
ち
の
た
ん
ぽ
ゝ
さ
い
た 

山
頭
火 

昭和 9年 2月揮毫 飯尾
い い お

青
せい

城子
じょうし

の画帖に書いたもの。 

ながい 毛が しらが 山頭火 

昭和 9 年 2 月揮毫、句は前年 6 月 16 日、其中庵での作。 

てふてふうらからおもてへひらひら 昭和九年早春 山頭火 

昭和 7 年揮毫、句も同年作 長崎県松浦市での行乞中の作 

笠へ ぽっとり 椿だった 山頭火 行乞途上 

宮崎平野 

山
頭
火
の
書
%
主
に
y
村
上
護
著
¦
山
頭
火
y

飄

々

ひ
6
う
ひ
6
う

©
二
玄
社
y
２
０
０
１
年
刊
を
参
考
に
) 

                               

て 
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お
正
月
の
か
ら
す
か
あ
〳
 〵

山
頭
火 

昭和 9 年（1934・52 歳）揮毫、句は昭和 4 年 11 月 15 日、

耶
や

馬渓
ば け い

での作。 

二句一章の句、視覚と聴覚の取り合わせ、書も二

句一章にしたがって書き分けられている。 

すべって ころんで 山がひっそり 山頭火 

昭和 11 年揮毫 

 

昭和 11 年 5 月、旅中での揮毫 句は昭和 8 年 3 月 19 日作 

春風の 鉢の子 一つ 山頭火 

鉢の子とは鉄
てつ

鉢
ぱつ

のこと。「てっぱち」ともいう。 

昭和11年 5月、 
信州で揮毫 
句は昭和 10 年
4 月 13 日の作。 

 

山頭火の鉄鉢 

 

ひ
U
そ
り
さ
い
て
ち
り
ま
す 

山
頭
火 

ふ
る
さ
と
は
遠
く
し
て
木
の
芽 

山
頭
火 

昭和 11 年揮毫 
句は昭和 7 年 
3 月 21 日、長崎
県早岐での作。 

 

山頭火愛用のキセルと煙草入れ 
耶
や

馬渓
ば け い

（大分県） 
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昭和 14 年 10 月 1 日 

松山で揮毫。 

句は昭和 8 年 8 月 7 日作。 

昭和 14 年（1939 年）10 月、松山で揮毫  
句は昭和 14 年 1 月頃の作か。 

ふたゝびは ふむまい土を ふみしめて 

征く 山頭火 山頭火印 

折本第 6句集『孤寒』の扉の言葉に 

天われを殺さずして詩を作らしむ 
われ生きて詩を作らむ 
われみづからのまことなる詩を 

とあり、これに続く「銃後」の章に収め
られた句の一つである。 
 

「私は陸軍の誠意を信じる、熱情を尊ぶ、

たゞ憂ふるところは専政、独裁、圧迫、

等々である、政党よ、しっかりしろ、国

民よ頑張れ！」（山頭火の昭和 12 年 1 月

30 日の日記より） 

昭和 13、4 年頃揮毫 

空へ 若竹の なやみな し 山頭火 

昭和 13 年初夏揮毫 

かげも はっきりと 若葉 山頭火 

昭和 13 年（1938 年）揮毫 56 歳 

ひっそり生きて なるやうになる 

草の穂 山頭火 

 

「日本が―世界も―さうであるやう

に、私自身も転換期に立ってゐる、生

死に直面してゐる、最後のあがきだ、

私は迷うてゐる、どうすればよいの

か、どうしなければならないの

か。・・・・・・」（山頭火の昭和 13

年 4月 28 日の日記より） 

へ
ち
ま
ぶ
ら
り
と 

地
べ
た
へ
と
ゞ
い
た 

山
頭
火 

昭和14年 10月
松山で揮毫 

 

う
れ
し
い
こ
と
も 

か
な
し
い
こ
と
も 

草
し
げ
る 

山
頭
火 
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昭和 15 年、松山・一草庵時
代の揮毫。絵は高橋一洵 

「前歩を忘れ後歩を思
はない一歩々々だ。一
歩々々には古今なく東
西なく、一歩即一切だ、
こゝまで来て徒歩禅の
意義が解る。」（『行乞記』
昭和 5年 11 月 9日） 

昭和 15 年、一草庵時代、
最晩年の揮毫 句は大
正 15 年 6 月頃？宮崎県
高千穂あたりで詠む。 

放
哉
に
和
す 

鴉
な
い
て 

わ
た
し
も
一
人 

山
頭
火 

木
の
芽 

草
の
芽 

あ
る
き 

つ
づ
け
る 

山
頭
火 

分
け
入
U
て
も 

分
け
入
U
て
も 

青
い
山 

山
頭
火 

最晩年、一草庵
時代の揮毫 

放哉とは生前

会うことはなか

った、この句は

放哉の死後に作

られた。 

母
よ 

う
ど
ん
そ
な
へ
て 

わ
た
く
し
も 

い
た
ゞ
き
ま
す 

山
頭
火 

最晩年の揮毫、句も昭和 15
年の作。 

気迫のこもった書、書

によって句意や人とな

りが解る。 

最晩年、一草庵時代の揮毫 句は昭和 13 年 3 月 6 日、其中庵での作 

 

'
亡
母
四
十
七
回
忌
8
か
な
し
い
8
さ
び
し

い
供
養
8
彼
女
は
定
め
て
è
月
並
み
の
文
句

で
い
へ
ば
ë
草
葉
の
蔭
で
8
私
の
た
め
に
泣

い
て
ゐ
る
だ
ら
う
！
今
日
は
仏
前
に
供
へ
た

う
ど
ん
を
頂
戴
し
た
け
れ
ど
8
絶
食
四
日
で

さ
す
が
の
私
も
少
々
ひ
÷
ろ
〳
〵
す
る
8
独

坐
に
た
へ
か
ね
横
臥
し
て
読
書
思
索
F
万
葉

集
を
味
ひ
8
井
月
句
集
を
読
む
8
お
ゝ
井
月

よ
Fi'
山
頭
火
の
}
日
記
�
よ
り
, 

山
頭
火
は
2
涙
な
し
に
は
母
は
語
れ
な
か

{
た
と
い
う
F 

た
ん
ぽ
ぽ
ち
る
や
し
き
り
に
お
も
ふ 

母
の
死
の
こ
と
'
１
９
４
０
年
３
月
母
の

第
49
回
忌
で
の
作
, 

母の遺骨を入れていた
旅行用行李 

蓋裏に「人生即遍路 

山頭火」と揮毫。 

濁
れ
る
水
の 

な
が
れ
つ
ゝ
澄
む 

山
頭
火 
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山頭火愛用の網代笠 

「水音のうらからまいる 山頭火」 

と書かれてある。 

へ
う
〳
〵
と
し
て 

水
を
味
ふ 

山
頭
火 

井上井月肖像 下島勲筆 

明治 20 年（1887）65 歳で没、

越後長岡出身の俳人。信州伊

那谷を中心に放浪、虱だらけ

で酒好き、芭蕉に私淑、能書。

山頭火は井月を思慕し、句を

くり返し読んだ。 

「樹明兄が借して下さつ

た『井月全集』を読む、

よい本だつた、今までに

読んでゐなければならな

い本だった、井月の墓は

好きだ、書はほんとうに

うまい」（山頭火日記の昭

和5年8月2日の項より） 

「私は芭蕉や一茶のこと

はあまり考えない、いつ

も考えているのは路通や

井月のことである。彼等

の酒好きや最後のことで

ある」（山頭火日記より） 

最晩年、松山で揮毫、 

最高傑作の書と言われる。 

句は昭和 7 年 1 月 8 日、 

北九州の三里松原での作。 

 

鉄て
つ

鉢ぱ
つ

の
中
へ
も 

霰
あ
ら
れ 

山
頭
火 

笠
も
漏
り
だ
し
た 

か 

行
乞
途
上 

山
頭
火 

最晩年の揮毫、 
句は昭和 5 年 11 月 30 日、 
福岡県での作。 

 

９字からなる短律句。 

ひ
と
り
ひ
U
そ
り 

竹
の
子
竹
に
な
る 

山
頭
火 

最晩年の揮毫、 
句は昭和 9 年 7 月 1 日作 
 

この句は、横長の紙に
書いたものもある。 

最晩年の揮毫、 
句は昭和 8 年 1 月頃の作。 

「雪ふるひとり」と「ひとり

行く」で切る、二句一章仕立

てらしい。 

「雪の風情は雪を通して観

る自分の風姿である」（山頭

火日記より） 

雪
ふ
る 

ひ
と
り 

〳
〵
行
く 

山
頭
火 

死の数日前の揮毫、 
句は昭和 3 年作。 

 
澄んでいる。 
「へう」は「飄」
のこと。 
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其中庵の山頭火の小さな机 

 

山頭火筆「絶筆三句」昭和 15 年 10 月 6 日句帖に記述されたもの。 

万年筆で書かれている。亡くなるのは 10 月 11 日未明、
望み通りの、ころり往生であった。 

十
月
六
日 

 

ぶ
す
り
と
音
た
て
て
虫
は 

焼
け
死
ん
だ 

 

焼
か
れ
て
死
ぬ
る
虫
の 

に
ほ
ひ
の
か
ん
ば
し
く 

 

打
つ
よ
り
を
は
る
虫
の 

い
の
ち
の
も
ろ
い
風 

 

G
層
雲
K
に
発
表
し
た
最

後
の
俳
句
は
2 

'
も
り
も
り
盛
り
あ
が
る

雲
へ
あ
ゆ
む
i 

で
あ
る
F 

'
無
駄
に
無
駄
を
重
ね
た
や
う

な
一
生
だ
U
た
8
そ
れ
に
酒
を

た
え
ず
注
い
で
8
そ
こ
か
ら
句

が
生
ま
れ
た
や
う
な
一
生
だ
U

た
i
'
山
頭
火
晩
年
の
日
記
よ

り
, 放

浪
日
記
は
昭
和
５
年
以
後

が
現
存
し
て
い
る
F
そ
れ
以
前

の
日
記
は
み
ず
か
ら
焼
き
捨
て

た
F
日
記
は
生
前
に
は
見
な
い

見
せ
な
い
と
2
約
束
し
て
木
村

緑
平
に
あ
ず
け
ら
れ
た
F
山
頭

火
は
誰
に
も
本
心
を
明
か
さ
な

い
人
で
あ
{
た
よ
う
だ
F 

種
田
家
の
衰
退
は
2
父
・
竹

治
郎
が
米
相
場
に
手
を
出
し
失

敗
し
た
こ
と
と
2
彼
の
遊
蕩
が

主
な
原
因
ら
し
い
2
彼
は
2
政

友
会
に
関
わ
り
2
政
治
に
手
を

出
す
よ
う
に
も
な
る
2
ま
た
2

酒
宴
を
好
み
2
女
ぐ
せ
が
悪
か

{
た
F
常
に
妾
が
２
2
３
人
い

た
と
い
う
F
フ
サ
は
2
政
治
運

動
に
狂
奔
し
家
庭
を
顧
み
な
い

夫
に
絶
望
2
夫
が
妾
を
連
れ
て

別
府
へ
遊
び
に
行
{
た
日
に
2

井
戸
に
身
を
投
げ
自
殺
し
た
F 

母
の
死
が
2
山
頭
火
の
人
生

を
決
定
し
た
F
彼
は
生
涯
2
母

を
忘
れ
る
こ
と
が
な
か
{
た
F 

'
ぼ
く
が
坊
主
に
な
U
た
の

は
8
あ
の
ま
ま
で
は
母
は
成
仏

で
き
な
い
と
思
U
た
か
ら
だ
i

と
2
後
年
2
山
頭
火
は
述
べ
て

い
る
F 

'
う
た
ふ
も
の
の
よ
ろ
こ
び
は

力
い
つ
ぱ
い
に
自
分
の
真
実
を

う
た
ふ
こ
と
で
あ
る
F
こ
の
意

味
に
於
て
8
私
は
恥
ぢ
る
こ
と

な
し
に
そ
の
よ
ろ
こ
び
を
よ
ろ

こ
び
た
い
と
思
ふ
Fi 

'
う
た
ふ
も
の
の
第
一
義
は
う

た
ふ
こ
と
そ
の
こ
と
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
F
私
は
詩
と
し
て

私
自
身
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
FièN
草
木
塔
P
よ
り
ë 

最晩年の揮毫、句は昭和 8 年頃の作か？ 絵は唯一の俳句弟

子の近木黎々
ちかきれいれい

火
か

筆 黎々火は山頭火より 30 歳年少 

其中 雪ふる 一人として 火を焚く 山頭火 

「其中一人」は『観音経』にある経文の一節から抜き

出したもの。この句は「独生
どくしょう

独死
ど く し

 独去
ど っ こ

独来
どくらい

」（『大無

量寿経』）「天上
てんじょう

天下
て ん が

唯我独尊
ゆいがどくそん

」（釈迦）の意のようだ。 

山頭火の７つの折本句集 

 

                              

一
代
句
集
N
草
木
塔
P%
１
９
４
０
年
４
月
２
８
日
y
八
雲
書
林
よ
り
刊
行
�
山
頭
火
の
第
一
句
集
か
ら 

第
七
句
集
ま
で
を
集
成
し
た
句
集
�
山
頭
火
俳
句
の
総
決
算
�
山
頭
火
自
選
の
約
７
０
０
句
を
収
め
る
) 

冒
頭
に
'
若
こ
う
し
て
死
を
い
そ
ぎ
た
ま
へ
る
母
上
の
霊
前
に
本
書
を
お
供
え
ま
つ
る
i
と
あ
る
F 

ま
つ
す
ぐ
な
道
で
さ
み
し
い 

捨
て
き
れ
な
い
荷
物
の
お
も
さ
ま
へ
う
し
ろ 

生
死
の
中
の
雪
ふ
り
し
き
る 

ま
た
見
る
こ
と
も
な
い
山
が
遠
ざ
か
る 

百
舌
鳥
啼
い
て
身
の
捨
て
ど
こ
ろ
な
し 

ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ
た
し
が
歩
い
て
ゐ
る 

う
し
ろ
す
が
た
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か 

や
つ
ぱ
り
一
人
が
よ
ろ
し
い
雑
草 

い
つ
も
一
人
で
赤
と
ん
ぼ 

曼
珠
沙
華
咲
い
て
こ
こ
が
わ
た
し
の
寝
る
と
こ
ろ 

ふ
る
さ
と
の
水
を
の
み
水
を
あ
び 

こ
の
道
し
か
な
い
春
の
雪
ふ
る 

こ
の
み
ち
を
た
ど
る
ほ
か
な
い
草
の
ふ
か
く
も 

燃
え
に
燃
ゆ
る
火
な
り
う
つ
く
し
く 

所
詮
は
自
分
を
知
る
こ
と
で
あ
る
F
私
は
私
の
愚
を
守
ら
う
F 
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小学生の放哉 大学時代の放哉 新婚の写真 朝鮮服を着た放哉 

沢芳衞
よ し え

（21 歳） 

放哉と別れたのち
結婚したが子もな
く離婚、放哉を慕
い続けて、昭和 38
年 77 歳で死去。 鳥取の砂丘と海 

尾
崎

お

ざ

き

放ほ
う

哉さ
い 

１
８
８
５
年
'
明
治
18
,
１
月
20
日
é
１
９
２
６
年
'
大
正
15
,
４
月
７
日
'
享
年
41
歳
, 

 

本
名
2
秀
雄 

号
は
放
哉 

自
由
律
俳
句
の
俳
人 

荻
原
井
泉
水
に
師
事
F
生
涯
に
３
７
０
０
余
句
作
{
た
F 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
８
５
年
'
明
治
18
,
０
歳
2
鳥
取
市
の
士
族
で
2
鳥
取
地
方
裁
判
所
の 

書
記
官
E尾
崎
信
三
J
母
EL
M
-
次
男
J
9
P
生
R
S
T
A
長
男
V
夭
折
A 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
９
１
年
'
明
治
24
,
６
歳
2
立
志
尋
常
小
学
校
入
学
F 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
９
５
年
'
明
治
28
,
10
歳
2
鳥
取
高
等
小
学
校
入
学
F
日
清
戦
争
終
結 

１
８
９
７
年
'
明
治
30
,
12
歳
2
鳥
取
尋
常
中
学
校
'
現
在
の
鳥
取
西
高
等
学
校
,
入
学
F 

１
８
９
９
年
'
明
治
32
,
14
歳
2
こ
の
頃
か
ら
俳
句
を
作
り
始
め
る
F 

１
９
０
２
年
'
明
治
35
,
17
歳
2
第
一
高
等
学
校
文
科
に
入
学
F
一
高
俳
句
会
に
参
加
F
前
年
2
子
規
没 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
夏
目
漱
石
に
英
語
を
習
い
2
漱
石
に
傾
倒
す
る
F 

１
９
０
５
年
'
明
治
38
,
20
歳
2
東
京
帝
国
大
学
入
学
F
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
投
句
し
入
選
F
従
妹
の
芳
衞
に
求
婚
F
日
露
戦
争
終
結 

１
９
０
９
年
'
明
治
42
,
24
歳
2
東
大
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
2
日
本
通
信
社
に
入
社
F
す
ぐ
退
社
F 

１
９
１
０
年
'
明
治
43
,
25
歳
2
師
の
す
す
め
や
友
人
の
父
の
推
挙
な
ど
に
よ
り
2
東
洋
生
命
保
険
株
式
会
社
に
就
職
F 

経
理
部
長
大
原
万
寿
雄
の
下
2
契
約
課
に
所
属
F
酒
で
す
さ
ん
だ
生
活
2
母
が
上
京
2 

一
緒
に
暮
ら
す
F 

１
９
１
１
年
'
明
治
44
,
26
歳
2
坂
根
馨

か
お
る

'
19
歳
,
と
結
婚
F 

馨
は
酒
飲
み
の
夫
の
た
め
に
2 

質
屋
通
い
と
鳥
取
へ
の
送
金
の
頼
み
を 

繰
り
返
す
日
々
だ
{
た
F 

和
服
に
兵
児
帯
で
出
勤
F 

１
９
１
３
年
'
大
正
２
,
28
歳
2
契
約
係
長
と
な
る
F 

１
９
１
４
年
'
大
正
３
,
29
歳
2
大
阪
支
店
次
長
と
し
て
赴
任
す
る
が
2
支
店
長
と
馬
が
合
わ
ず
2
こ
の
頃
よ
り
}
最
初
の
不
平
�

を
生
じ
2
憂
さ
を
晴
ら
す
べ
く
よ
く
遊
び
2
酒
に
溺
れ
る
よ
う
に
な
る
F
一
年
足
ら
ず
で
2
東
京

本
社
に
帰
任
し
た
F
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発 

１
９
１
５
年
'
大
正
４
,
30
歳
2
東
京
本
社
の
契
約
課
長
に
な
る
FG
層
雲
K
へ
投
句
F
自
由
律
俳
句
に
転
向
す
る
F 

１
９
１
７
年
'
大
正
６
,
32
歳
2
７
月
2
保
険
同
好
会
の
集
ま
り
で
2
東
洋
生
命
を
代
表
し
て
2
大
原
万
寿
雄
と
共
に
講
演
を
聴
く
F

ロ
シ
ア
革
命 

１
９
１
９
年
'
大
正
８
,
34
歳
2
４
月
号
を
も
{
て
2G
層
雲
K
へ
の
発
表
を
や
め
る
F
年
末
2
東
洋
生
命
忘
年
会
の
幹
事
を
し
て
い

る
と
き
2
日
本
橋
の
橋
上
で
通
行
人
に
}
お
歳
暮
�
と
称
し
て
一
〇
円
紙
幣
を
ば
ら
ま
い
た
F 

第
一
次
世
界
大
戦
終
結 

１
９
２
０
年
'
大
正
９
,
35
歳
2
６
月
頃
2
一
週
間
程
無
断
欠
勤
し
て
い
る
部
下
の
早
川
泰
に
2
至
急
出
社
せ
よ
と
い
う
内
容
の
巻

紙
を
送
り
つ
け
る
F
寒
く
な
{
た
頃
2
そ
の
同
じ
早
川
に
2
会
社
を
辞
め
て
堂
守
に
な
{
て 

一
生
を
送
る
と
の
心
中
を
語
る
F 

１
９
２
１
年
'
大
正
10
,
36
歳
2
４
月
2
放
哉
の
肩
書
は
2
契
約
課
課
長
兼
財
務
部
調
査
役
!
10
月
2
酒
と
人
間
関
係
の
た
め
退

社
F
一
カ
月
程
鳥
取
に
帰
る
F
帰
省
中
2
連
日
鳥
取
温
泉
の
料
亭
で
2 

泥
酔
し
た
り
2
畳
に
小
便
を
し
た
り
奇
行
が
目
立
つ
F 

１
９
２
２
年
'
大
正
11
,
37
歳
2
春
2
層
雲
社
の
改
造
問
題
に
つ
い
て
相
談
会
を
開
い
た
時
2 

酔
{
て
出
席
F
暴
れ
て
車
の
幌
を
破
壊
す
る
な
ど
し
2 

顔
面
に
大
怪
我
を
し
た
F
４
月
頃
2
ソ
ウ
ル
に
創
設
予
定
の
2 

朝
鮮
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
支
配
人
へ
の
話
が
も
た
ら
さ
れ
る
F 

禁
酒
を
絶
対
条
件
と
さ
れ
る
F
こ
の
事
業
に
失
敗
す
れ
ば
}
死
す
か
又
は
僧
と
な
る
べ
し
�
の
覚 

悟
で
2
５
月
１
日
頃
2
朝
鮮
に
渡
る
F
５
月
16
日
2
母
な
か
が
病
没
し
た
が
2
仕
事
を
理
由
に
妻 

だ
け
を
帰
国
さ
せ
た
F
こ
の
頃
2
朝
鮮
警
部
局
長
の
丸
亀
鶴
吉
の
官
舎
に
2
真
夜
中
酔
{
払
{
て 

乗
り
込
み
家
中
捜
し
回
る
と
い
う
事
件
を
起
こ
す
F 

１
９
２
３
年
'
大
正
12
,
38
歳
2
支
配
人
と
し
て
基
礎
工
事
よ
り
仕
上
げ
2
仕
事
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
処
で
2
免
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
F 

                           

禁
酒
が
守
れ
な
か
{
た
こ
と
が
理
由
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
F 
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40 歳頃の放哉 

竹
藪
に
夕
陽
吹
き
つ
け
て
居
る 

放
哉 

南郷庵（小豆島尾崎放哉記念館） 

放哉筆「短冊」 
赤地金散らしの短
冊に最晩年の揮毫 

放哉筆「短冊」 

お
寺
の
秋
は
大
松
の
ふ
た
ま
た 

放
哉 

た
U
た
一
人
に
な
り
き
U
て
夕
空 
 
 

'
大
正
13
頃
の
作
か
？
, 

一
日
物
云
わ
ず
蝶
の
影
さ
す 
 
 
 
 

èN
層
雲
P
大
正
13
年
８
月
号
発
表
ë 

こ
ん
な
よ
い
月
を
一
人
で
見
て
寝
る 
 

'G
層
雲
K
大
正
14
年
新
年
号
発
表
, 

わ
が
顔
ぶ
ら
さ
げ
て
あ
や
ま
り
に
ゆ
く 

'G
層
雲
K
大
正
14
年
２
月
号
発
表
, 

漬
物
桶
に
塩
ふ
れ
と
母
は
生
ん
だ
か 
 

'G
層
雲
K
大
正
14
年
３
月
号
発
表
, 

足
う
ら
洗
え
ば
白
く
な
る 
 
 
 
 
 

'G
層
雲
K
大
正
14
年
11
月
号
発
表
, 

入
れ
も
の
が
な
い
両
手
で
受
け
る 
 
 

'G
層
雲
K
大
正
15
年
２
月
号
発
表
, 

せ
き
を
し
て
も
一
人 
 
 
 
 
 
 
 

'G
層
雲
K
大
正
15
年
２
月
号
発
表
, 

月
夜
の
葦
が
折
れ
と
る 
 
 
 
 
 
 

'G
層
雲
K
大
正
15
年
４
月
号
発
表
, 

墓
の
う
ら
に
廻
る 
 
 
 
 
 
 
 
 

'G
層
雲
K
大
正
15
年
４
月
号
発
表
, 

春
の
山
の
う
し
ろ
か
ら
烟
が
出
だ
し
た 

'G
層
雲
K
大
正
15
年
６
月
号
発
表
, 

放
哉
俳
句
抄 

な
ん
に
も
な
い
机
の
抽
斗
を
あ
け
て
見
る 

山
に
登
れ
ば
淋
し
い
村
が
み
ん
な
見
え
る 

花
が
い
ろ
い
ろ
咲
い
て
み
な
売
ら
れ
る 

爪
切
U
た
ゆ
び
が
十
本
あ
る 

肉
が
や
せ
て
来
る
太
い
骨
で
あ
る 

す
ば
ら
し
い
乳
房
だ
蚊
が
居
る 

髪
の
美
し
さ
も
て
あ
ま
し
て
居
る 

恋
心
四
十
に
し
て
穂
芒

ほ
す
す
き 

渚
白
い
足
出
し 

さ
は
に
あ
る
髪
を
す
き
居
る
月
夜 

 

小豆島 
小浜 

友
人
を
通
し
て
2
農
園
の
番
人
と
か
寺
に
入
る
当
て
は
な
い
か
2
打
診
す
る
F 

７
月
末
2
満
州
に
行
く
が
2
長
春
で
発
病
2
寄
寓
先
の
小
原
方
に
臥
床
F
八
月
末
よ
り
二
カ
月
ば 

か
り
満
鉄
病
院
に
入
院
す
る
F
寝
た
ま
ま
で
馨
に
図
書
館
か
ら
借
り
た
本
を
持
{
て
読
ま
せ
た
F 

借
金
も
返
せ
ず
事
業
も
で
き
ず
2
馨
に
死
を
相
談
し
た
り
す
る
FG
極
楽
よ
り
帰
り
て
K・G
親
鸞 

研
究
並
に
真
宗
研
究
K
を
読
み
2
こ
れ
ま
で
禅
宗
を
信
じ
て
い
た
が
2
浄
土
の
他
力
宗
に
転
ず
る
F 

10
月
頃
2
馨
と
と
も
に
大
連
か
ら
帰
国
2
長
崎
に
住
む
親
族
に
身
を
寄
せ
る
F
関
東
大
震
災 

11
月
23
日
2
馨
と
別
居
'
馨
は
そ
の
後
2
東
洋
紡
績
四
貫
島
工
場
の
女
子
工
員
寮
の
寮
母
兼
生 

花
の
教
師
と
し
て
住
み
込
み
2
そ
こ
で
亡
く
な
{
た
,2
放
哉
は
2
京
都
の
一
灯
園
に
入
る
が
2 

重
労
働
の
た
め
体
が
続
か
ず
脱
走
F 

１
９
２
４
年
'
大
正
13
,
39
歳
2
３
月
é
６
月
ま
で
2
京
都
・
知
恩
院
塔
頭
常

称

院

じ
6
う
し
6
う
い
ん

寺
男
に
な
る
も
2
酒
の
た
め
寺
を
追
わ
れ
る
F 

６
月
é
翌
年
３
月
ま
で
2
神
戸
・
須
磨
寺

す

ま

で

ら

大
師
堂
堂
守
な
る
も
2
寺
の
内
紛
の
た
め
去
る
F 
 

 
一
O
月
ほ
ど
一
燈
園
に
も
ど
る
F
こ
の
こ
ろ
か
ら
独
特
の
句
風
に
目
覚
め
る
F 

１
９
２
５
年
'
大
正
14
,
40
歳
2
５
月
é
７
月
2
小
浜

お

ば

ま

・
常

じ
6
う

高
寺

こ

う

じ

寺
男
に
な
る
も
2 

寺
破
産
の
た
め
去
る
F
７
月
é
８
月
2
京
都
・ 

龍
り
:
う

岸
寺

が

ん

じ

寺
男
に
な
る
も
2
重
労
働
の
た
め
体
が 

続
か
ず
2
井
泉
水
の
家
へ
転
が
り
こ
む
F 

８
月
é
翌
年
４
月
2
井
泉
水
の
紹
介
で
2
小
豆
島
・
西
光
寺

さ
い
こ
う
じ

・
奥
の
院
・
南
郷

み
な
ん
ご

庵あ
ん

庵
主
に
な
る
F 

井
泉
水
や
句
友
に
夥
し
い
生
活
用
品
と
金
銭
の
無
心
を
し
て
い
る
F 

１
９
２
６
年
'
大
正
15
,
41
歳
2
２
月
2
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
る
F
４
月
７
日
2
南
郷

み
な
ん
ご

庵あ
ん

で
死
亡
F 

看
取
{
た
の
は
老
婆
一
人
だ
け
2
２
日
後
2
井
泉
水
が
葬
{
た
F 

６
月
2
唯
一
の
句
集
G
大
空

た
い
く
う

K'
荻
原
井
泉
水
編
2
春
秋
社
, 

が
刊
行
さ
れ
た
F 

１
９
３
０
年
'
昭
和
５
,       

妻
の
馨
は
弟
の
チ
ブ
ス
が
伝
染
し
死
亡
'
享
年
38
歳
, 

                     


